
令和 5 年度 かながわ探究フォーラム 
 

日時 2024 年 3 月 24 日（日） 13 時 00 分～17 時 00 分 

場所 横浜国立大学 教育文化ホール 経営学部講義棟２号館 

主催 神奈川県教育委員会 

共催 横浜国立大学 

 

【参加校一覧】 合計 50 テーマ 

神奈川県立 SSH 指定校  （厚木 希望ケ丘 横須賀 横浜緑ケ丘 相模原 平塚江南 

小田原 多摩） 

横浜市立 SSH 指定校  （横浜サイエンスフロンティア） 

神奈川県立理数教育推進校 （鎌倉 生田） 

神奈川県立中等教育学校  （平塚中等 相模原中等） 

神奈川県立高校   （横浜翠嵐） 

県外高校   （東京都立小石川中等 東京都立多摩科学技術 東京都立両国 

東海大附属高輪台 ⾧野県立諏訪清陵 ⾧野県立飯山） 

 

 

【厚木高校参加生徒と研究テーマ】すべて高校２年生    ポスター；ページ最後部に記載 

「各分野における集中状態と差尺の距離との最適解」 4 名 

「微生物に対するカフェインの影響」   3 名 

「オノマトペの一般認識と作中表現のギャップ」  3 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
WEB 版 特設ページの様子 

今回参加した生徒は、この大会に立候補して参加しました。今月（3 月 13 日）

に学校行事としての発表会は終わっても、「校外で発表したい」という熱い気

持ちをもって参加してくれました。振り返りシートを見ると、やはり事前の

緊張や不安がいっぱいあったことが伺えます。今回の体験・経験を通して自

分自身で成⾧を実感した生徒が多いことも伺えます。私（引率；杉原）も彼

ら彼女たちを見ていると、結構いっぱい頑張っていて、いい研究（努力も含

め）しており、１つの班は、実験のために戸室小学校に一緒に行ったメンバ

ーだし、２つの班はヴェリタスⅡの担当教員が「よく頑張っている班ですよ」

とのことだったので、校内発表だけではもったいないな、と思っていたとこ

ろでした。ポスター発表だといろんな人から近い距離で質問されます。研究

を自分事として取り組んでいると質問されたとき、仮にわからなくても、自

分たちの班なりに論理的に回答できます。今回の３つの班は、専門家の鋭い

質問にもしっかり対応していました。発表の際もセリフを見ず、お客さんを

ちゃんと見て丁寧に頑張っていました（写真を見ていただけると、厚高生は

手に何も持たず説明できています。持っている紙は別刷りの資料で、グラフ

や縮小版のポスターです）。そういう姿を傍で見ていると、一年間よく頑張っ

たね、と思うと同時に、向上心も見られて、これからの姿に期待が持てます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助言者や見学者には、多くの先生方が参加してくれました。 

東京大学の先生は厚木高校のヴェリタスの授業内容・評価方法

等について、大学院の修士論文の研究として大学院生が来てく

れた研究室の先生です。その他にも、横国の先生は厚木高校の

SSH についてⅠ期 1 年目（H25 年）から見ていただいている先

生や、その他多くの先生が高校生のポスターの評価、見学をし

てくれました。昨年度来ていただいた⾧野県の先生も厚高のこ

と（生徒や研究）を覚えてくれており、とても嬉しかったです。

対面・現地開催のよさは、顔を見てしっかり話し合って相手の

背景含めコミュニケーションがとれるところですよね。 

ほんとによい表情をしているのですが、載せられないのが残念です。厚高の生徒はほんといい笑顔をしています。 

※個人情報保護の観点から解像度を下げるため、画素数を小さくしております。ご了承ください。 



【生徒の振り返りの一部】 

・他の高校の発表は厚木高校と比べ新しい視点からの研究が多く興味深かった。 

・厚木の研究は理系の研究が多かったけれども他校は地理的な研究を本格的にやっていたりしていて面

白かった。自分の発表に関してはこの前学校でやった時よりも質問等にも対応できるようになってい

て成⾧を感じ嬉しかった。 

・質疑応答の時間で様々な意見を聞けて、見識が深まったと思う。反省点として一回も自分が質問に答

えられていなかったので、自分が主となって調べたところはもっと自信を持って答えられるように準

備して挑みたかった。 

・たくさんの色々な発表があって面白かった。大学の教授からの普段伺うことのできない貴重な質問や

感想、アドバイスをいただけて嬉しかった。楽しかった。 

・他校の発表の中では化学らしい難しい内容のものもあったが、日常の疑問を実験のテーマにしている

ものもあり、身近な事でも解決のプロセスを経てより良い生活に繋げられるということが実感できた。

発表方法に関してもパソコンで映像を見せたり実物を置いたりなどより聴衆の理解を高められるよ

う工夫している班が多く参考になった。自分たちが発表しているときにも教職員の方や助言者の方か

ら私たちにはなかった視点での意見をたくさんいただくことができた。目的をもとに実験してきたが

私たちの実験にはまだまだ考察できるところやデータ処理の工夫ができることに気づく良い経験に

なった。 

・来る前までは、色々な人の前での発表なので少し怖いと思っていましたが、他校の先生や助言者の方

が思っていたよりも優しく接してくれたので、楽しかったです。また、他の学校の発表もとても興味

深かったですが、その発表に対する質問、意見、助言などがすごい参考になるものばかりで、そうい

うのも聞いていて、そういったところにも注意しないといけないんだなと学べました。あと、質問に

答えるとき、早く答えなきゃと思ってすぐ答えていたんですが、聞かれたこととじゃっかんずれたこ

とを答えていたような気がします。もっとよく考えてから回答すれば良かったという反省もありまし

た。また、閉会式での話など聞いて、正直大学進学を考える中で、私はこういう研究がしたいとか具

体的な目的が今、全然無いなと感じました。色々大学を調べていますが、もっと自分のやりたいこと

をしっかり考えなきゃと思いました。 

・他の学校を見てユニークなテーマだったり面白くわかりやすい説明の仕方だったり厚高の発表とは違

って参考になった。他の学校の先生たちから質問されて自分たちの研究の詰めの甘さや改善点が浮き

彫りになったので英語での発表の時に活かしていきたい。 

・助言者や発表を聞いてくれた方々にされた質問が、私たちも研究中に思っていたこともあれば、その

視点があったかと驚くものもあり、研究中に思いつきたかった発想も多く、刺激を貰えました。指摘

をされたときは、その視点があったかと驚くと同時に、確かにな、と納得しました。 

・学校での SSH 成果発表会では指摘されなかったような箇所でも鋭い指摘をいくつか頂いたので、と

てもためになりました。来て良かったです。 

 

 

 

 

 



 

解像度を低くしています。ご了承ください。 



 



 
 


